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の増殖阻害因子をうットの肝細胞由来の正常細胞 (BR L)とラウス肉腫ウイノレス (RS V)で形質転
換した細胞 (RSV-BRL)を用いて検討を行った。




製した sー TGIは40ng/mfの濃度でRSV-BRL細胞の増殖を約50%阻害した。この S-TGI
は，還元剤あるいは蛋白質分解酵素(トリプシン)の処理によってその活性を失うが，酸 (pH2.5)， 
変性剤 (8M尿素)に対しては安定であった。s-TGIはRSV-BRL細胞の他にHSC-3(ヒ
ト癌細胞)とB-32 (ヒト形質転換細胞)の増殖を同様に阻害するが， BSC-1(サノレ正常細胞)， 









GI-llは更にLL C -R K 1，B -32細胞の増殖を阻害した。 c-TGI-Iとc-TGI-llは，
















細胞 (BR L)に特異的な増殖阻害因子，また，ウサギの血清には，癌細胞 (RSV-BRL)に特異
的な増殖阻害因子がそれぞれ多量に存在することを見出すとともに， BRL細胞自身がこれら両種の増
殖阻害因子を合成・分泌することを明らかにした。さらに，ウサギ血清中の増殖阻害因子 (S-TGI)
およびBRL細胞が分泌する4種の増殖阻害因子 (C-NGI-I，Iおよびc-TGI-I，ll)を
それぞれほぼ単一に精製した。
これらの成果は細胞増殖の負の調節機構の解明に重要な手がかりを与えるものである O したがって，
本論文を理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める O
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